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 DX時代の
 人財育成 1 など、自社業務における IoTへの考察が深まっ

ていった実感があります。最終的には、機器類
の不具合情報を収集しているものの、積極的に
活用されていない現状に着目し、不具合情報を
AIで分析することで、トラブル発生時に最適な
対処方法を導き出すビジネスモデルを発表しま
した。

ンを理ղするʯがテーマ。DXがੈの中に༩える
Өڹ、ਆ経Պ学のࢹ͔ΒϞチϕーションを
考えるといっͨ༰のतۀに࢝·り、レΰブロ
ックをっͨήーム෩のワークショップ、࣮ࡍ
のデόイスやセンサーをっͨ IoTの࣮ݧなど。
発なコミュニケーションをϕースに、リラッ׆
クスしͨงғؾのな͔でDXの֓ཁをඥղいて
い͘。
　ଓ͘Part 2のテーマは、ʮデジタルビジネス
ग़ํ๏をମ得する（ケーススタディ）ʯ。介ޢビ
ジネスをఆしͨՍۭのビジネスシナリΦを࡞
成し、2ͭのチームに分͔Εてೖॴऀで͋るߴ
ྸऀやスタッフ、Ոなど、ͦΕͧΕのࢹ͔
Β見ͨ題・՝題を໌֬化。デβインシンキン
グのख๏をऔりೖΕながΒ、ղܾに͚ͨ新ͨ
なサービスをࡦఆする。ͦして IBM Cloudで提
供͞ΕるWatson APIを׆༻しながΒ、࣮ࡍに
アプリケーションを࡞成する·での一連のプロ
セスをମݧする。
　ͦしてPart 3のテーマは、ʮࣗ社のデジタルビ
ジネスϞデルをཱ案する（ࣗ社ケース）ʯ。Part 
2で得ͨ発のϊϋを͔׆しながΒ、受講
ऀがॴଐするۀاや෦のۀ務にࠜࠩしͨ
題・՝題を理し、ͦΕͧΕがಠࣗのビジネス
Ϟデルをࡦఆする。講ࢣと受講ऀがマンツーマ
ンで͖合い、֤ビジネスϞデルのメリットや
デメリット、࣮ݱ可ੑやҙなどをݕ౼し、
ධՁしてい͘。͜͜が、スクールのϋイライト
で͋る。

̶ Part 3ではどういっͨண؟・発͔Β、ど
のようなビジネスϞデルをࡦఆ͞Εͨのです͔。
٢岡　私は今回参加した受講者のなかでは唯一
の製造業で、IoTとは非常に距離が近いので、提
案はやはりIoTが中心でした。ただ提案するた
びに、講師の方々から「それは本当に必要です
か」とダメ出しをされ、そのたびに新しいサー
ビスを考えることの繰り返しでしたね。ダメ出
しは辛いのですが（笑）、繰り返し考えるなか
で、IoTの必要性や実現可能性、技術の使い方

　デジタルトランスフォーメーション（DX）時
にඞཁな人財育成をࢦし、アイ・ラーニン
グが提供する新しい研修プログラムʮデジタル
ビジネススクールʯ。ୈ1ظは20186～ 9݄に
全12ճで開͞࠵Εͨ。約4Χ݄間にΘͨり、Ն
Εͨ͞࠵をআ͖ि1ճのස度で開ظՋの時ٳق
͜のスクールには、ۀछ・ۀ務の異なる分野͔
Β合8ܭ名がࢀՃしͨ。
ͦ、ճの座ஊ会ではࠓ　 のୈ1ظੜの4名が࠶会
し、ࢀՃの動ػや的、研修の༰や成果をޠ
り合う。

̶·ͣはօ͞んが୲͞Εているۀ務、ͦし
てʮデジタルビジネススクールʯにࢀՃしͨ動
。えてͩ͘͞いڭや的をػ
٢岡　私が所属する大森機械工業は包装機械を
製造・販売しており、そこで制御部品の設計・製
造を担当しています。ちょうどスクールの始ま
った2018年6月に当社で、10年後のビジネスを
構想する「事業企画チーム」が発足し、私もメン
バーの一員に選ばれました。チーム活動の一環
として、それぞれが外部のセミナーや勉強会に
参加して情報収集することになり、私が選んだ
のが「デジタルビジネススクール」でした。
福ഭ　私はサンブリッジというITベンダーに
勤めています。SFAやCRMをはじめ顧客との接
点を司るクラウドサービスが事業の主体で、私
はそのなかでCRMツールである「Salesforce」

とその関連サービスの販売・導入、活用支援な
どを担当しています。最新ITを組み合わせてシ
ステムを構築し、有望な海外ソリューションを
いち早くキャッチして国内で展開するビジネス
が核なので、社員全員がそれに向けた感性を磨
くことが求められています。そうしたスキルを
身に付けるべく、「デジタルビジネススクール」
に参加しました。
ඌ　C&Cビジネスサービスは、JBグループڇ
内に共通するスタッフ業務を提供しており、現
在はグループの各事業会社に、経理・財務、人
事・総務、情報システム、業務サービスという
4サービスを提供しています。私は人事部門に
所属し、採用や人事制度に関する業務に従事し
ています。今後はこうしたバックエンド業務で
も、AIやRPAなどDXに関するノウハウをもた
ないと業務改善を進められないとの判断があり、
人事部門から私が参加することになりました。
私もC&Cビジネスサービスに所属し、主　ాי
に契約管理や受注処理などの業務を担当してい
ます。手を動かす仕事が中心で、今まで何かを
発想したり、提案したりする機会はあまりなか
ったのですが、やはり今後は働き方改革など、
管理業務にもDXの視点を取り入れた発想が必
要ということで、私が部門を代表して参加する
ことになりました。

ʮデジタルビジネススクールʯは全12ճ、大͖
͘3ͭのύートでߏ成͞Εている。
　Part 1はʮデジタルトランスフォーメーショ

デジタルビジネススクール
自律的学びと
 発想力・思考力の鍛え方

デジタルビジωススクールのΧリΩϡラϜ

ࣗ社のデジタルビジωスϞデルΛ
ཱҊ͢Δʢࣗ社έースʣ
ୈ 9 ճ  ビジネスを理し、มֵを୳す
ୈ10ճ  Ϣースケースを໌֬にし、ビジネスϞデルをࡦఆする
ୈ11ճ  プロトタイプを࡞ࢼする
ୈ12ճ  ビジネスϞデル発ද会

デジタルビジωスग़ํ๏Λ
ମಘ͢Δʢέーススタディʣ
ୈ 5 ճ  มֵを୳す
ୈ 6 ճ  Ϣーβーを理ղする
ୈ 7 ճ  Ϣースケースを໌֬にする
ୈ 8 ճ  අ༻と効果をؚΉビジネスϞデルをࡦఆする

デジタルトランスϑΥーϝーγϣンΛ
ཧղ͢Δ
ୈ 1 ճ  DXのํੑとマインυチェンジ
ୈ 2 ճ  AIのݱঢ়とビジネスへの応༻
ୈ 3 ճ  IoTを࣮ݧしてΈる
ୈ 4 ճ  ビジネスϞデルग़のͨΊに

DX：デジタルトランスフォーメーション

DXのノウハウが
あらゆる事業・業務で今後は必要になる

自社の業務に向けて
独自のビジネスモデルを策定

ୈ1ظੜ͕ޠΓ߹ ɺ͏マインドมֵのମݧͱՌ
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感として、その境界線を理解できるようになっ
たことは大きいですね。
、私は内勤の仕事なので、今まで外に出て　ాי
異業種のいろいろな企業の人たちと一緒に勉強
する機会はありませんでした。だから今回はと
ても貴重な経験でした。スクールで策定したビ
ジネスモデルについて、自社への提案後、社長
には、「挑戦してみよう」と言われました。まず
は現状の環境やシステムを使いながら、どんな
ツールを採用していくか、スモールスタートで
段階的に進めるべく、計画を立案しているとこ
ろです。私の考えたビジネスモデルは実現可能
なシナリオとして進んでおり、研修として学ん
だことが、このような形で会社に貢献できたこ
とをとてもうれしく思っています。

٢岡　同感です。日々の業務のなかではどうし
ても目の前にある仕事、目先の優先順位に応じ
て過ごしてしまう傾向にあります。私が考えた
IoTモデルにも、実現には多くの課題がありま
す。しかし今回学んだような発想、考え方のア
プローチを続けていかねば、10年先に目指すビ
ジネスの姿は見えてこないと気づきました。ス
クールを終えて、事業企画チームのメンバーに
もそのことを伝えています。全員が考え方をい
きなり変えることはできませんが、少しずつ取
り入れて、共感する仲間を社内に増やしていき
たいと考えています。
ඌ　人事業務にAIなどの先端ITを活かすとڇ
なると、実際にはさまざまなハードルを越えね
ばならないので、私も今回のビジネスモデル実
現への道のりは遠いと考えています。それより
今回の最も大きな成果は、AIの現実を理解でき
たことだと考えています。受講前は、AIは万能
で、何でもできるようなイメージを抱いていま
した。しかし今はよい点も悪い点も含めて、AI

が実現できること、AIの役割ではないこと、が
理解できるようになりました。もちろん技術は
急速に進化しており、今できないことも、すぐ
に実現できるようになるかもしれませんが、体

福ഭ　アドバイザーとして3名の講師の方々が
私たちの提案するビジネスモデルを検討し、意
見する。つまりはダメ出しをされるわけですが、
これがなかなかシビアでしたね。私が考えたの
は、当社の別部門が提供するSalesforce一体型
のクラウド名刺管理サービス「SmartVisca（ス
マートビスカ）」、いわゆる名刺のデジタル化サ
ービスに付加価値を創出する2つのサービスで
す。1つは紙の名刺を完全に廃止し、スマート
フォン同士で交換するデジタル名刺サービス、
もう1つはその名刺情報を蓄積・分析して、企業
の組織図やSNS情報からの人脈マップを作成
するサービスです。私も何度かダメ出しを受け
て、やっとここに着地しました。

JBCCホールディングス
株式会社
〒144-8721
東京都大田区蒲田5-37-1
ニッセイアロマスクエア 15階
http://www.jbgroup.jp/

にデータとして見るのではなく、在籍社員と対
比させることで、人物像のイメージを掴みやす
くできるのではないかと考えました。
私は最初の提案を支持していただいたの　ాי
で、このなかでは珍しく、ダメ出しをもらって
いない受講者になります（笑）。Part 2でのデザ
インシンキングの手法で学んだのは、徹底した
ユーザービューで考える必要がある、というこ
とでした。管理という業務のなかで、改善につ
ながるビジネスモデルを考え始めたとき、まず
は職場の声を聞くことが重要だと思いました。
そこで毎日一緒に働くメンバーたちにアンケー
トし、課題と要望を集めたのです。私が着想し
たのは、今ある環境やシステムをうまく使いな
がら、新しいツールを組み合わせて導入するこ
とで、テレワークができる環境を整備すること
でした。コミュニケーションの改善、紙の書類
の多さ、手作業の削減といった現状の課題を、
新しいツールでどう解決していくか。講師の
方々からは、「こんなツールも使える」「何を組
み合わせることができるか」などのアドバイス
をいただき、アイデアが広がっていきました。

̶スクールを受講して得ͨ、最大͖な成果
はԿでし͔ͨ。
福ഭ　私が考えたビジネスモデルは他部署との
調整など多くのハードルがあり、解決すべき課
題も多いので、今すぐ実現できるサービスでは
ありません。でもスクールを受講して、今まで
は自分の部署、目の前の仕事しか見ていなかっ
たことに気づきました。担当するサービスの実
績をどう伸ばすか、担当するお客様にどう喜ん
でいただくかしか考えていなかったのです。で
も未来につながるビジネスモデルを考える過程
では、他の部署の業務や対外的に見た自社の強
み、優位性などを大きな視野で考察せねばなり
ません。「うちの会社」「うちのビジネス」という
視点で考えられるようになり、そのように視座
を高められたのが、今回得た最も大きな成果で
あったと思います。
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今回の受講で得た
最も大きな財産は何か
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ඌ　どの講師の方も、起業やITビジネスに携ڇ
わるプロフェッショナルなので、ダメ出しの内
容がとても勉強になりました。私も人事業務に
AIなどを活かしたサービスをいくつも考え、そ
のたびに欠点を指摘されました。最終的に認め
られたのは採用面接における人材マッチングサ
ービスです。マッチングと言っても、このサー
ビスでは求職者の適正試験の結果データを、在
籍する社員のデータと照合し、近似値にある社
員を表示するものです。適正試験の結果を単純

株式会社アイ・ラーニング
ht tp://www.i-learning.
jp/dm/dx.html



感として、その境界線を理解できるようになっ
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 DX時代の
 人財育成 Ó

　東芝テックは、店舗・倉庫・オフィスすべてを
つなぐ幅広いソリューションを提供している。
　TECブランドで名高いPOSシステムなど流
通系システム機器（リテール・ソリューション
事業）をはじめ、官公庁や製造業などで利用さ
れる自動認識システム（オートID・ソリューシ
ョン事業）、オフィスワークに欠かせないデジ
タル複合機やオフィス機器（プリンティング・
ソリューション事業）などを柱にしている。
　そのなかで、静岡県三島市に設計・製造部隊
の本拠地を置くのが、プリンティング・ソリュ
ーション事業本部である。
　特殊用紙印刷からオフィスニーズまで幅広く
応えるカラー複合機「e-STUDIO5005ACシリ
ーズ」、あるいは従来のコピー用紙への印刷・消
色により同じ用紙を繰り返して使用し、用紙使
用量の削減に貢献するペーパーリユースシステ
ム「Loops」など。高度化するプリンティングニ
ーズに対応する多彩な製品やソリューションの
設計・製造が進められている。
　2019年6月、この三島事業所でアイ・ラーニ
ングの「IBM Watson開発道場」が4日間にわた
って開催され、プリンティング・ソリューショ
ン事業本部 技術統括部 ソリューション第一技

術部に籍を置く6名の技術者が参加した。
　プリンティング・ソリューション事業本部の
技術統括部ではハードウェアはもとより、プリ
ンタの制御ソフトウェアをはじめ、プリンタや
複合機本体に内蔵されるアプリケーション、外
部システムと連携するインターフェース・ソフ
トウェア、独自のユーザーニーズに対応するカ
スタマイズ・アプリケーションなど、さまざま

DX：デジタルトランスフォーメーション

松田 陽二氏
プリンティング・ソリューション事業本部 技術統括部
ソリューション第一技術部 部長

寺野下 昌秀氏
プリンティング・ソリューション事業本部 技術統括部 
ソリューション第二技術部 ソリューション設計第五担当 主務

スピード感と価値共創の精神で
新サービスを創り出す

価値共創の精神で
サービスを創造する
新たな人財の育成
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アイ・ラーニングがओ࠵するʮI#.�8BUTPO開発ಓ場ʯに、東ࣳテックࣜג会社で
プリンティング・ιリューションの開発にܞΘるٕज़ऀͨͪがࢀՃしͨ。
"Iやクラυを׆༻しͨサービス／ιリューションの࣮ݱをࢦし、
スピーυײの͋る新しい開発ख๏をମݧする�日間の成果をレϙートしよう。

本社●東京都品川区
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事業内容●リテール・ソリューション、
プリンティング・ソリューション、
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インクジェット・ソリューションの
設計・開発・販売
https://www.toshibatec.co.jp
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なソフトウェアを設計・開発している。
 「お客様を取り巻く事業環境は今、激しいスピ
ードで変化しています。製品やソリューション
をご提供していく私たちも、この変化のスピー
ドに追随し、お客様に一歩先んじてニーズに対
応する能力を身に付けていかねばなりません。
具体的には、変化に柔軟に対応していける『サ
ービス』としての提供を可能にすること。そし
て自社だけで提供するのではなく、クラウドな
ど多彩なサービスを提供する多数のベンダーと
協業し、『Value Co-creation』（価値共創）の精
神で事業を推進していくことが重要です。こう
した変革を担う人財の育成にどう取り組んでい
くかが、現在の大きな課題です」と語るのは、松
田陽二部長（プリンティング・ソリューション
事業本部 技術統括部 ソリューション第一技術
部）である。
　同事業本部で人財教育のコーディネータ役を
担う寺野下昌秀主務（技術統括部 ソリューショ
ン第二技術部 ソリューション設計第五担当）は、
松田氏の意向を受け、新しい人財教育コースや
研修カリキュラムの調査を開始した。2018年夏
ごろのことである。
　調査のキーワードとなったのは、サービス、
スピード感、開発コストの削減、価値の提供、ク
ラウドやAIなど最新テクノロジーの活用、そし
てサービスマネジメントである。
 「開発手法や言語スキルの習得、資格取得を目
的とした学習など、個々の教育に対しては今ま
でも会社側でさまざまな受講機会を用意してき
ました。しかし一定の開発経験やスキルのある
受講者を対象に、サービスとしての新しい提供
方法、クラウドや各種ツールを連携したスピー
ド感のある開発手法を実際に学べる教育コース
はなかなか見つかりませんでした」と語る寺野
下氏。時間をかけて検討を重ねるなかで出会っ
たのが、アイ・ラーニングの「 IBM Watson開発
道場」である。
 「クラウドサービス上に用意されたWatsonの
ツールやAPIを学習し、それらを実際に使いな
がら、それぞれの発想やアイデアを短時間でア
プリケーションの形にする。『体験』を重視した

価値共創の精神で
サービスを創造する
新たな人財の育成

IBM Watson開発道場のカリキュラム内容は、
まさに現在求められているビジネスビルドの縮
図であると感じて、当部での実施を決めまし
た」（寺野下氏）

 「IBM Watson開発道場」のカリキュラムは4日
間、内容はਤද1のとおりである。座学での授
業ではなく、実際に手を動かしながら、Watson

のAPIであるAssistantやVisual Recognition、
Discovery、またNode-REDやLINEボットな
ど、クラウドで利用する各種のAPIやツールを
学ぶ。そして3日目の後半から約1日半を費や

日常の課題から発想した
Watsonアプリを実際に作成する

*#.�8BUTPO։ൃಓの༰（ਤද1）

4D A Y

1D A Y

2D A Y

3D A Y

● IBM Cloud と Watson
●ԋशڥセットアップ
ԋश 演習環境の構築

　（Node-RED環境の作成、Slackボットの作成、検証環境の準備）
●Watson Assistantのいํ基礎
●Skills（چWorkspace）の࡞成
● IntentsとEntities
ԋश IntentsとEntitiesの作成
ԋश Dialog作成とTry itによる動作確認

●Assistant Tool
●会ه༻DBの࡞成
●Watson Language Translator༗効化
●CloudantデータのΤクスϙート
ԋश 会話ログのCloudant NoSQLへの保管とエクスポート
ԋश 翻訳機能の追加

●WebϕースのチャットϘット
ԋश サンプル3つを取り込み、カスタマイズ

●Visual Recognitionೖ
ԋश Visual Recognitionを使った画像分類アプリの作成
　（参考）コードのバックアップ、WordPress+プラグインによる実装、

　ショートメッセージによるチャットボット

●Watson Discovery + Node-RED
●Watson Studioデータ可ࢹ化ೖ
●LINEϘットの࡞りํ
●Watson WorkspaceϘットの࡞りํ
ԋश LINE／Watson Workspace用ボット

●Facebook MessengerϘットの࡞りํ
ԋश Facebook Messenger ボットの作成
、ผԋश 社内システムFAQ、福利厚生FAQݸ

 法務トラブルFAQなどから1つ選んで
 Watson Assistantを使ったチャットボットを作成

ผԋशଓ͖ݸ●
ผԋश発දと講ධݸ●

講ࢣɿIBM Cloud Champion 2019　 ߒฏࢯ
https: //www.i-learning.jp/service/it/topics/watson_cog80.html



して、これらのAPIやツールを使いながら、受
講者それぞれの課題やアイデアをアプリケーシ
ョンとして作成する。
　今回の「IBM Watson開発道場」では6名の受
講者が2名ずつチームを組み、合計3チームが
それぞれ3つの課題を解決するアプリケーショ
ンを作成した（ਤද2）。
　たとえばソリューション第一技術部 ソリュ
ーション設計第二担当の牧嶋真二氏（主務）と
永井紘司氏が作成したのは、「オフィスのクリ
ーンデスクを推進するために、机の写真を撮影
し、Watsonが自動的にきれいかどうかを判定
するアプリケーション」である。フロントエン
ド側にLINEのインターフェースを活用。スマ
ートフォンでアプリを起ち上げて机の上を撮影
すると、Visual Recognitionがその画像内容を
認識し、「片付いている」か「片付いていない」か
を判定する。
　同部では日ごろからオフィスのクリーンデス
ク活動を推進しており、週に2～ 3回、当番の
担当者が社員の机を見回って、片付け具合をチ
ェックする。人の目と相応の時間をかけて実施
するこのチェック作業を、Watsonで自動化で
きないかとの発想から生まれたのが、このアプ
リである。
　机の上に何もなく、きれいに片付けられてい
るのが理想だが、「仕事に必要な道具や書類は
置かれていても、ペットボトルや菓子などはな
い」、あるいは「セキュリティ上、PCのディス
プレイが閉じてある」「ディスプレイは開いて
いるものの、通りがかりの人が視認できない角
度で傾けてある」など、どういう状態であれば
デスクがクリーンであるか、30～ 40枚の画像

　こちらはフロントエンド側に、オープンソー
スのSlack風チャット型コミュニケーションツ
ール「Mattermost」（マターモスト）を使用して
いる。WatsonのAPIとして、チャットボット
を作成するAssistant、エラー画面の画像を認
識するVisual Recognition、大量のデータを検
索して最適解を見つけるDiscoveryを組み合わ
せた。
　PC上でMattermostのチャット画面を開き、
Assistantで会話を開始する。そしてエラーメ
ッセージをテキストで入力する、もしくはエラ
ー画面のスクリーンショットをそのまま入力す
ると、Visual Recognitionがエラー内容を判断

でVisual Recognitionに学習させた。
　一方、ソリューション第一技術部 ソリューシ
ョン設計第三担当の富沢肇氏（主務）と遠藤浩
士氏が取り組んだのは、「社内システムの利用
時に発生したエラーやトラブルを解決するため
のアプリケーション」。これは社内で利用する
出退勤Webアプリケーションの操作時にエラ
ーメッセージが表示されたとき、その解決方法
を教えてくれるチャットボットサービスである。

永井 紘司氏
プリンティング・ソリューション事業本部 技術統括部
ソリューション第一技術部 ソリューション設計第二担当

牧嶋 真二氏
プリンティング・ソリューション事業本部 技術統括部
ソリューション第一技術部 ソリューション設計第二担当 主務
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し、Discoveryが文書データから解決策を発見
して、チャット画面に表示するという仕組みで
ある。ここでは6種類のエラーを想定して回答
データを準備した。
　このほかもう１つのチームは、「オフィス内
に設置されたプリンタのエラーを可視化するア
プリケーション」を作成している。いずれのチ
ームも、APIを組み合わせたアプリ作成に要し
た時間は3日目後半の半日程度。4日目のほとん
どは、学習データにより認識・判定の精度を向
上させることに費やした。

　この研修での成果や発見、気づきについて、
参加した技術者たちは以下のように語っている。
 「昨今話題のAIに触れ、どうやって作るかを実
際に操作できたのはとても貴重な体験でした。
それに加え、ユーザーとAIが対話を繰り返しな
がら適切な情報や回答に近づいていくチャット
ボットのような新しいアプリケーションの形に
触れられたのも刺激になりました」（牧嶋氏）
 「あらかじめ用意されたツールを単純に動かし
ながら操作の流れを学ぶといった通常の研修で
はなく、実際に学んだことを活かして、自分の
発想やアイデアを1日半という短い時間で形に
していく。これまで経験したことのない研修で、
とても楽しく取り組めました」（永井氏）
 「今までアプリケーション開発とは、ゼロから
すべて自分たちだけで開発するものだと思って
いました。しかし今回のようにクラウドサービ
スに用意されたAPIをうまく取り入れ、相互に
連携させることで、簡単にアプリケーションを
作成していけることを理解できました。こうし
た開発は初めての経験で、とても新鮮でした」
（富沢氏）
 「これまでの業務では、ユーザーニーズが明確
で要件が定義されている、あるいは機能の追加
内容が決定しているなど、開発内容が決まって
いて、それをどういう方法で、いかに短時間で
品質高く開発するかに集中してきました。しか
しこの研修では、もっと広い視野と発想をもち、

それぞれの発想やアイデアを
スピード感をもって具現化していく 

『何を作るか』からスタートし、使える道具の中
から何を選び、どう活用するかを考えることを
学びました」（遠藤氏）
　研修の最終日には、松田氏をはじめとする部
長職や役職者、AIに関心のある技術者たちが研
修室を訪れ、3チームが全員の前で、それぞれ
開発したアプリケーションの成果を披露した。
 「皆が生き生きと発表していて、見ていてとて
も楽しかったですね。クラウド上で必要な道具
立てさえすれば、それぞれの発想やアイデアを、
これだけのスピード感をもって具現化していけ
る。各技術者が秘める潜在能力の高さ、これか
らの可能性を強く感じました。お客様と直に接
する前線で発想したこと、お客様からの要望や
課題を、こういう手法を使えばすぐに形にでき
るのだと体感できたことで、今後の戦略を実現
していくうえでの大きな推進力を得られたと考
えています」（松田氏）
　同部では今後も継続的に、「 IBM Watson開
発道場」のような研修機会を創っていくという。
これからの事業戦略を実現するうえで必要な
「発想」と「スピード感」を、この研修が醸成して
いくことになりそうだ。

富沢 肇氏
プリンティング・ソリューション事業本部 技術統括部 
ソリューション第一技術部 ソリューション設計第三担当 主務

遠藤 浩士氏
プリンティング・ソリューション事業本部 技術統括部 
ソリューション第一技術部 ソリューション設計第三担当
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　共同印刷は1897（明治30）年の創業以来、総
合印刷会社として、印刷技術を核に多彩な製
品・サービスを開発してきた。印刷業を取り巻
く環境が大きな転換期を迎えるなか、新たに打
ち出したコーポレートブランドは「TOMOWEL 

（トモウェル）」。企画開発・営業・製造の各部門
が有機的に連携したワンストップ体制、そして
上流から下流まで全方位でサポートするBPO

サービスなどを武器に、グループが一丸となっ
て「共に創る力」を最大化し、未来に続く新たな
事業領域を生み出そうとしている。
　同社のなかで、クレジットカードの製造や証
券の印刷、各種の機密印刷業務など、金融機関
や官公庁に向けたセキュリティ性の高い印刷サ
ービスを提供しているのが、ビジネスメディア
事業部である。長い歴史のなかで多くの顧客と
築き上げてきた信頼関係をベースに従来型の営
業活動を展開する一方、今までにない新しい製
品やサービスを創出し、提案型の新しい営業ス
タイルでアプローチする動きもある。
　たとえば湯口英樹部長が率いる同事業部の事
業開発部では、健康データを活かした保健指導
サービスや従業員のストレスチェックに基づく
リスクマネジメントなど、従来の印刷業務から
大きく飛躍した新サービスを提供している。
 「金融機関や官公庁のお客様に向けた従来型サ
ービスの場合も、あるいは事業開発部が展開す

る新規サービスの場合も、今までのように、た
だお客様の要望やリクエストに応えるだけでな
く、お客様のニーズを先取りして積極的に提案
し、価値を認めていただく『ソリューション提
案型』の営業が求められています。そうした営
業スキルをどう伸ばすかは大きな課題です」
（湯口氏）
　新しい営業を育てる研修カリキュラムを探す
なかで同事業部が出会ったのは、アイ・ラーニ
ングの「セールス道場」である。これは日本IBM

から研修事業を業務移管されたアイ・ラーニン
グが、長年にわたりIBMに蓄積されてきた営業
ノウハウを元に開発した、ソリューション提案
型営業養成のための実践的トレーニングである。
　最大の特徴は、受講者が実際に担当している
顧客をターゲットに、企業戦略や事業計画に基
づくセリングシナリオを策定すること。それに
沿って実際に行動し、そのアクションについて
マンツーマンの個別セッションによるレビュー
＆コーチングを受けながら、目標達成に向けた
スキルやマインドを醸成する。
　座学での授業も含まれるが、中心となるのは
全6回の個別セッションである。実際に担当す
る顧客の経営情報を分析し、どのような内容で、
誰に向けて、何を提案するかといったセリング
シナリオを策定。その都度、講師から進捗に関
するコーチングを受けながら、案件成立・獲得
に向けて具体的に営業活動を展開していく。
 「今までも営業研修や管理者研修などはありま
したが、セールス道場は座学だけではなく、そ

DX：デジタルトランスフォーメーション 実案件に沿う個別指導で
提案型営業を養成

ηールスಓにΉ͕ಉҹڞ

実案件を対象にした
セールスシナリオを策定する
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実案件に沿う個別指導で
提案型営業を養成

れぞれの実案件に応じた個別具体的なアプロー
チを学べる点がとても魅力でした」（湯口氏）

　セールス道場の研修期間は半年間。初めて受
講したのは2017年で、ビジネスメディア事業
部が属する情報セキュリティ事業本部の5名の
営業担当者が参加した。ただし初回は期待した
ほどの研修効果を得られなかったそうだ。
 「各自が担当するお客様の実案件を対象に進め
たのですが、前例のない研修だったためか、目
標を咀嚼しきれず、どう動けばよいかも不明瞭
なまま講習を終える結果となりました。そこで
2018年の2回目の研修では、受講者を2名ずつ
のチームに編成しました」（湯口氏）
　受講者は新任の営業課長とその部下である営
業担当者という2名1組で編成し、合計4名・2

チームが参加した。前年の反省を活かし、1チ
ーム2名で取り組むことで、受講者の「孤独」を
解消し、提案内容やセリングシナリオについて
互いに会話し、講師のアドバイスを受けて具体
的なアプローチを考えていく。1人で悩まず、会
話により思考が広がったのか、シナリオをベー
スに確実にPDCAを回せるようになり、想定以
上の成果が得られたという。
 「卒業認定基準に照らし、研修の最後には各々
に評価点が出されます。ここでは商談成功・案
件獲得が目標ではなく、あくまでそのプロセス
を評価します。お客様の事業計画に即した提案
内容か、適切なキーパーソンに訴求できたか、
シナリオどおりに行動できたか、などのプロセ
スを可視化し、それに対して評価点を与えます。
案件獲得が目標ではないものの、2回目の研修
では2チームがともに案件獲得に成功し、文句
なしの合格点でした」（湯口氏）
　こうした成果が経営側に評価され、合格点を
得た際のボーナス支給が決まった。2019年度は
3回目となるセールス道場が進行中である。戦
略と実践・行動で学ぶ新しい営業スタイルは、
「TOMOWEL」を掲げる同社の企業戦略を確実
に変えることになりそうだ。

2名1組のチーム編成で
PDCAを確実に回していく

ηールスಓશମのスέジϡール

ಓのྲྀΕͱධՁ
໘ஊ
●参加予定道場生の過去の実績／経歴を
確認し、育成計画検討

キックΦフ
●道場の概要説明と道場生の意気込み確認

ΦリΤンテーション
●道場全体スケジュールと運営の仕方
●お客様分析の概要（最初の2回セッション準備説明）

座学 #1
●ソリューション営業と営業プロセス

座学 #2
●道場生の弱点補強

ผセッション（1回最大2時間）ݸ
●第1回：お客様情報分析（お客様と案件確定）
●第2回：セリングシナリオの策定
●第3回：案件進捗コーチング

 マイプラン報告資料レビュー
●第4回～第6回：案件進捗コーチング
●結果報告プレゼン練習セッション（2回）
●4～6ヶ月の活動報告

中間ใࠂ会
●各自15分で、案件選定ロジックとセリングシナリオを報告

݁果ใࠂプレθンテーション
●各自20分で、約4～6カ月間の活動実績報告

ධՁ
●卒業認定基準に照らして評価

４
カ
月

WK1

WK2

WK3

WK4

５
カ
月

WK1

WK2

WK3

WK4

６
カ
月

WK1

WK2

WK3

WK4

１
カ
月

WK1

WK2

WK3

WK4

２
カ
月

WK1

WK2

WK3

WK4

３
カ
月

WK1

WK2

WK3

WK4

●
個
別
面
談（
道
場
生
、所
属
長
）

●
キ
ッ
ク
オ
フ

●
オ
リ
エ
ン
テ
ー
ション
＋
座
学
＃
１

●
中
間
報
告
会●

座
学
＃
２

個
別
セ
ッ
ション
＃
１ 個
別
セ
ッ
ション
＃
２ 個
別
セ
ッ
ション
＃
３

個
別
セ
ッ
ション
＃
４

●
最
終
報
告
会●

個
別
評
価
面
談

個
別
セ
ッ
ション（
資
料
調
節
）

個
別
セ
ッ
ション
＃
６

個
別
セ
ッ
ション
＃
５

個
別
セ
ッ
ション（
プ
レ
ゼ
ン
練
習
）

JBCCホールディングス
株式会社
〒144-8721
東京都大田区蒲田5-37-1
ニッセイアロマスクエア 15階
https://www.jbgroup.jp/

セールス道場DX推進研修

株式会社アイ・ラーニング
https://www.i-learning.jp/



DX時代の
人財育成 2

「あなたは昨年1年間に、自分の意思で仕事にか
かわる知識や技術の向上のための取り組みをし
ましたか」
リクルートワークス研究所が2018年1月に

全国の15歳以上の男女に対して行ったこの設
問への肯定的な回答率は33.1％。つまり、仕事
のために本を読んだり、人に話を聞いたり、講
義を受講した、勉強した、という人は全体の1/3

に過ぎず、残り2/3は何の取り組みも行わなか
った、という結果だった（「全国就業実態パネル
調査（JPSED）」、有効回答数5万677）。
　どうして、こういう結果になるのだろうか。
　アイ・ラーニングの山本久（執行役員、デジタ
ルトランスフォーメーション事業部 事業部長）
は、その大きな背景として「企業における従来
からの学び方や学習機会の提供方法に限界がき
ているからです」と、次のように指摘する。
「企業は今、デジタルトランスフォーメーショ
ンへ向けて自らを変革していくことを強く求め
られています。それには、次々に登場する新し
いビジネスモデルや先進の情報技術を、企業を
支えるすべての人が率先して学び、考えながら
さらに学び、企業変革のための試行を続けてい
くしかありません。そうしたときに、従来から
の教育カリキュラムや学びの考え方だけでは現
状をキャッチアップしていくことができません。

そのギャップが、先の調査結果に映し出されて
いると考えています」
　アイ・ラーニングでは、2017年4月にスター
トさせたマイクロラーニングサービス「マイ
ラ」の動画コンテンツを、過去1年以上、週平均
2本のハイペースで増やしてきた。その総数は
現在（2019年4月）、250本を超える。
マイラは、今世界的に注目を集めている「マ

イクロラーニング理論」に基づくサービスであ
る。その理論とは、複数の概念を一度にまとめ
て学ぶよりは、1つの概念を5分程度で学ぶほう
が記憶残存率が高まる、というものだ。
　そこでマイラでは、1つのコンテンツを10本
ほどの動画に分け、1本の動画を5分程度の長さ
にして、利用者が見たいときに、いつでもどこ
でも、どのコンテンツでも、スマートフォンや
タブレット、PCで手軽に視聴できるようにした。
「これによって利用者は、多種多様な知識を効
率的に得ることができ、学ぶ習慣（ラーナビリ
ティ）を身につけることが可能になります」と
話すのは、狩生栄治（デジタルラーニング部 部
長）である。
　マイラの250本のコンテンツは、10の分野に
及ぶ（図表）。IT系だけでなく、ビジネスの基礎
から専門性の高い領域までオールラウンドにカ
バーしているのが特徴だ。
　既に1万人（累計）以上の利用実績があり、現
在、新入社員・就職内定者から中堅、ベテラン、
経営層までが受講を継続中である。

DX：デジタルトランスフォーメーション デジタルラーニングが拓く
新しい学び・人財育成

個々人に最適なアダプティブラーニングの世界

山本 久
株式会社 アイ・ラーニング
執行役員
デジタル・
トランスフォーメーション事業部
事業部長

狩生 栄治
株式会社 アイ・ラーニング
デジタル・
トランスフォーメーション事業部
デジタルラーニング部
部長

コンテンツが250本を超え、
1万人以上が受講した「マイラ」

アイ・ラーニングで、デジタルラーニング関連のコンテンツ／コース開発が
急ピッチで進んでいる。デジタルラーニングによって、従来とは異なる
新しい学びのスタイルへの対応や、デジタルトランスフォーメーションの推進に不可欠な
多様な知見の獲得を効果的に行える、と同社では考えている。
アイ・ラーニングのデジタルラーニングを紹介しよう。
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